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「食道胃接合部」とは食道と胃の境界を意
味しているが，食道として取り扱うべきなの
か，胃として取り扱うべきなのか，それとも
食道胃接合部として食道や胃と別のものとし
て取り扱うべきなのかについて，以前から議
論されてきた。本号では「食道胃接合部」の
言葉の定義から欧米との違い，食道胃接合部
に発生する疾患に至るまで，詳細に解説して
いただいた。
そもそも，「食道胃接合部」という言葉自

体，「胃食道接合部」や「Esophagogastirc 
junction（EGJ）」，「Gastroesophageal junction

（GEJ）」など様々に表記されている。話は変
わるが，「咽喉頭逆流症」は一般的に「Laryn-
gopharyngeal reflux disease（LPRD）」とされ
るが，アメリカで私を指導してくださった
Shaker 先生は「Esophagopharyngeal reflux

（EPR）」としていた。その心は，「咽喉頭逆流
症」とは胃酸を含む胃内容物が咽喉頭に逆流
して症状を引き起こすのであって，咽喉頭の
間で逆流するわけではないというものであっ
た。また，臓器の順番については，その方向
性を加味していた。そのように考えると，確
かに「胃食道逆流症（Gastroesophageal 
reflux disease：GERD）」を「Esophagogas-
tric reflux disease」と呼ぶことはない。食道
胃接合部に話を戻すと，食道胃接合部の定義
や食道胃接合部癌などは，方向性はないが，

「Esophagogastirc junction（EGJ）」としてい
るものが多い。一方で，食道胃接合部の逆流
防止機能を論じる場合には，本来は GEJ が正
しいのかもしれないが，海外のガイドライン
やコンセンサスレポートではもっぱら EGJ が
使用されている。こうした背景から，本号で
は「食道胃接合部（EGJ）」に統一させていた
だいた。なお，線や領域，機能として様々な
意味合いで使用されるが，これらもすべて
EGJ としている。ご理解いただければ幸いで
ある。
「食道胃接合部」の定義については京都国
際コンセンサス会議が開催され，統一見解が
示されたが，依然様々な定義が使用されてい
る。JDDW のコンソーシアムで検討が行われ
ており，本号ではその成果の一部も紹介して
いただいた。本号が読者の先生方にとって参
考になれば幸いである。

（群馬大学大学院医学系研究科消化器・肝臓内科学　
栗林志行）
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